
「
実
工
学
教
育
」
で
人
材
育
成

日本工業大学
波多野純学長

　
―
大
学
の
特
徴
は
。

　
「
開
学
当
初
は
工
業
高
校
生
を

優
先
的
に
受
け
入
れ
る
大
学
だ
っ

た
。
近
年
は
普
通
高
卒
と
工
業
高

卒
が
ほ
ぼ
半
々
。
全
学
年
で
４
５

０
０
人
の
学
生
が
い
る
。
中
国
、

台
湾
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ

ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生

も
多
い
」

　
―
独
自
の
教
育
方
針
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
初
年
次
に
は
普
通
高
校
卒
の

た
め
の

工
学
集
中
コ
ー
ス

と

工
業
高
校
卒
の
た
め
の

工
学
発

展
コ
ー
ス

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
習
履
歴
に
応
じ
、
臆
す
る
こ

と
な
く
工
学
の
道
を
歩
め
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
る
。
ま
た
、
何
か

を
作
っ
て
み
た
く
て
入
学
し
た
学

生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
、
体
験
学
習
と
理
論
学
習
に
並

行
し
て
取
り
組
む

デ
ュ
ア
ル
シ

ス
テ
ム

を
採
用
し
て
い
る
。
工

学
の
基
礎
と
な
る
数
学
・
物
理
・

英
語
を
専
門
の
工
学
と
結
び
つ

け
、
興
味
を
起
点
に
学
ぶ

融
合

科
目

も
独
自
に
開
発
し
た
。
２

―
３
年
か
け
て
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

カ
ー
や
人
力
飛
行
機
を
作
り
上
げ

る
工
房
教
育
も
特
徴
。
本
学
の
カ

ナ
ダ
研
修
所
で
現
地
大
工
の
指
導

の
下
、
小
建
築
を
建
て
る
工
房
も

あ
り
、
大
き
く
成
長
す
る
学
生
が

多
い
。

実
工
学
教
育

を
掲

げ
、
現
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
い
る
」

　
―
３
年
後
に
は
創
立

周
年
を

迎
え
ま
す
。

　
「
工
学
の
視
点
か
ら
環
境
問
題

に
真
摯
に
取
り
組
む
大
学
と
し
て

評
価
が
高
い
。
工
学
の
力
で
地
域

貢
献
で
き
る
大
学
を
目
指
し
、
広

範
な
分
野
の
連
携
を
強
化
し
た

い
」

実
習
教
育
に
加
え
英
語
力
も

ものつくり大学
稲永忍学長

　
―
学
長
就
任
３
年
目
に
注
力
す

る
テ
ー
マ
は
。

　
「
入
学
者
定
員
数
の
確
保
と
退

学
率
の
低
減
が
私
の
仕
事
。
そ
れ

に
は
本
学
の
魅
力
を
一
層
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
特
に
学

生
の
夢
の
実
現
を
支
援
す
る
教

育
、
大
企
業
な
ど
民
間
企
業
と
の

共
同
研
究
を
推
進
す
る
」

　
―
中
途
退
学
者
数
の
低
減
の
た

め
の
具
体
策
と
は
。

　
「
勉
学
の
悩
み
を
抱
え
る
学
生

に
対
し
て
教
職
員
が
チ
ー
ム
を
組

ん
で
支
援
す
る

テ
ー
ラ
ー
メ
ー

ド
型
教
育

が
そ
の
一
つ
。
そ
の

狙
い
は
、
勉
学
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
学
生
を
早
期
発
見
し
、
保
護

者
と
連
携
し
て
学
習
面
や
生
活
面

な
ど
に
つ
い
て
種
々
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
勉
学
を
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
に
あ
る
」

　
―
国
内
の
技
能
五
輪
大
会
で
金

メ
ダ
ル
を
と
る
優
秀
な
学
生
も
輩

出
し
て
い
ま
す
。

　
「
も
の
づ
く
り
に
は
知
識
と
技

術
・
技
能
が
必
要
だ
。
そ
の
勉
強

の
仕
方
に
は
座
学
か
ら
入
る
場
合

も
あ
れ
ば
実
習
か
ら
入
る
場
合
も

あ
る
。
本
学
は
設
立
以
来
、
実
習

教
育
に
注
力
し
て
い
る
。
道
具
を

使
っ
て
切
る
、
削
る
、
穴
を
開
け

る
と
い
っ
た
実
習
は
人
間
力
の
向

上
に
も
重
要
と
考
え
る
か
ら
だ
。

英
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
る
。
今

年
度
、
海
外
の
も
の
づ
く
り
現
場

で
通
用
す
る
英
語
力
を
養
う
講
座

サ
バ
イ
バ
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
・
フ
ォ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス

ト

を
大
学
院
に
開
設
す
る
。
海

外
工
場
の
立
ち
上
げ
経
験
の
豊
富

な
企
業
人
な
ど
を
非
常
勤
講
師
と

し
て
招
き
、
度
胸
づ
け
教
育
と
位

置
づ
け
て
実
施
す
る
。
学
部
生
や

聴
講
生
も
歓
迎
だ
。

月
に
ス
タ

ー
ト
し
、
毎
週
１
回
、
全
８
回
の

授
業
と
す
る
」

内山俊一学長

学
生
主
体
で
地
元
に
も
貢
献

埼玉工業大学

　
―
学
長
就
任
４
年
目
の
今
年
、

注
力
す
る
テ
ー
マ
は
。

　
「
工
業
大
学
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
や
評
価
は
年
々
高
ま
っ
て
い

る
。
学
生
の
進
路
や
就
職
、
も
の

づ
く
り
教
育
に
力
を
入
れ
た
い
。

地
元
へ
の
貢
献
も
重
要
だ
。
学
生

が
主
体
と
な
っ
て
夏
休
み
に
は
教

員
と
と
も
に
公
民
館
な
ど
に
出
か

け
て
い
き
、
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
と
し
て
科
学
実
験
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

冬
に
な
る
と
岡
部
駅
で
、
ふ
か
や

市
商
工
会
青
年
部
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
構

想
・
設
計
・
製
作
か
ら
設
置
・
撤

収
に
至
る
ま
で
の
作
業
を
協
働
で

行
う
な
ど
地
域
に
開
か
れ
た
取
り

組
み
も
続
け
て
い
る
」

　
―
学
生
を
支
援
す
る
施
設
が
充

実
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
学
習
面
で
は
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
数
学
と
物
理
に

つ
い
て
学
生
の
基
礎
学
力
を
向
上

さ
せ
て
い
る
。
留
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
も
設
置
し
た
。
就
職
面
で
は

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
、
専
門
の
准
教
を
一
人
置
い

た
こ
と
で
大
手
企
業
へ
の
就
職
も

増
え
て
き
た
。
来
年
度
中
に
も
建

屋
が
完
成
予
定
の

も
の
づ
く
り

研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
埼
工
大
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
電
気
自
動
車
を
手
が

け
る
計
画
だ
」

　
―
育
て
た
い
人
材
と
は
。

　
「
本
学
は
仏
教
精
神
を
基
盤
と

し
て
広
く
学
術
教
育
を
行
う
こ
と

を
建
学
の
理
念
と
し
て
い
る
。
単

な
る
実
学
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、

学
生
一
人
ひ
と
り
の
こ
こ
ろ
の

涵
養
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
松

か
ん
よ
う

川
聖
業
理
事
長
が
教
壇
に
立
た
れ

仏
教
精
神
の
科
目
を
担
当
さ
れ
て

い
る
。
も
の
づ
く
り
の
工
学
部
と

人
と
社
会
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
学
ぶ
人
間
社
会
学
部

心

理
学
科
、情
報
社
会
学
科
を
併
設

し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
技
術
を

ど
う
応
用
す
る
か
、
技
術
者
の
倫

理
が
今
問
わ
れ
て
い
る
。
高
い
倫

理
観
を
持
つ
学
生
を
育
て
た
い
」

東京電機大学
柏崎尚也理工学部長

地
域
と
連
携
し
活
性
化
事
業

　
―
理
工
学
部
長
就
任
か
ら
１
年

が
た
ち
ま
し
た
。

　
「
学
生
主
体
と
い
う
の
が
な
ん

と
い
っ
て
も
基
本
路
線
。
そ
の
上

で
、
教
員
や
職
員
が
一
緒
に
な
っ

て
、

学
生
が
の
び
の
び
と
活
発

に
学
べ
る

環
境
を
共
に
作
っ
て

い
く
」

　
「
地
域
と
の
連
携
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
。
地
元
の
坂
戸
市
と
は
、

東
武
東
上
線
北
坂
戸
駅
周
辺
の
活

性
化
事
業
で
協
定
を
結
び
、
同
商

店
街
の
一
角
に
活
動
拠
点
と
し
て

北
坂
戸
に
ぎ
わ
い
Ｔ
Ｄ
Ｕ
ブ
ラ

ン
チ

を
開
設
し
た
。
ま
ず
は
、

周
辺
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備

し
、
地
域
限
定
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
構

築
。
仕
組
み
や
運
営
も
地
域
の
大

人
や
子
供
と
一
緒
に
な
っ
て
作
り

上
げ
て
い
く
。
高
齢
者
向
け
に
ア

ル
バ
イ
ト
情
報
の
提
供
や
、
子
供

と
の
接
点
作
り
な
ど
を
進
め
て
、

高
齢
者
に
外
に
出
る
機
会
を
増
や

し
て
い
た
だ
く
。
高
齢
者
に
地
域

活
性
化
を
主
導
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
地
元
商
店
街
の
再
生
に
も
つ

な
げ
た
い
」

　
―
理
工
学
部
は
３
年
後
に

周

年
を
迎
え
ま
す
。

　
「
近
隣
に
出
先
拠
点
が
あ
る
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
セ
ン
タ

ー

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

と
と
も

に
、
周
辺
の
市
町
や
大
学
と
連
携

を
と
っ
て
、
人
工
衛
星
か
ら
の
デ

ー
タ
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
。
ま
だ
構
想
の
段
階
だ

が
、
数
年
以
内
に
は
自
前
の
人
工

衛
星
を
打
ち
上
げ
た
い
。
そ
の
前

段
と
し
て
、
来
年
ま
で
に
直
径
３

程
度
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を

学
内
に
自
主
製
作
し
設
置
し
た

い
。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
業
務
の
一

部
を
担
う
こ
と
に
よ
り
展
開
を
広

げ
た
い
」

　
―
高
大
連
携
は
？

　
「
熊
谷
工
業
高
校
、
川
越
工
業

高
校
な
ど
近
隣
の
工
業
高
校
と
の

連
携
を
強
化
し
た
い
。
工
業
高
校

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
な
ど
を
共

同
で
行
う
こ
と
で
、
よ
り
有
機
的

な
教
員
同
士
の
連
携
が
可
能
に
な

る
。
工
科
大
学
の
Ｏ
Ｂ
先
生
に
も

ご
協
力
頂
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
形
式

で
、
そ
う
し
た
活
動
を
業
務
委
託

し
た
い
」

埼玉県特集

埼玉県内４工科系大学今年度の取り組み　
　少子高齢化、厳しい就職環境、入学す
る学生の大学間での取り合いなど、大学
を取り囲む環境は大きく変化している。
入学しても大学になじめず中途で退学す
る学生の事案も出ていることから、大学
側ではさまざまな角度から学生支援を行
う必要も出てきている。県内に所在する
４工科系大学では、 年４月― 年４
月までの間に３大学で新学長が就任。世
代交代も進み、先進的な取り組みも奏功
し始めている。各大学に、 年度の取り
組みと将来の展望などを聞いた。

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 ５月３０日 金曜日 　　


